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高等学校における側弯症検診の検討

結核検診フィルムの側弯症検診への応用

杉田 潔 井原 義行 濱崎 廣洋

笠松 隆洋 橋本 勉

　現在，高等学校において学校保健法に基づく定期の健康診断（以下，定期健診）が，例年行われている。

この定期健診の検査項目に脊柱弯曲の有無があり，本県においては，一般的に内科検診のなかで検査されて

いる。この視診を主とした脊柱弯曲の検査では，時間の制約もあり，軽度の脊柱弯曲については異常を指摘

されない可能性も高い，と思われる。本調査では，既存の資料である結核検診フィルムの側弯症検診への活

用を目的とする。

　本調査では，当保健所管内の3県立高校の平成五年度，六年度，七年度の結核検診受診者2,068人（男

1,058人，女1,010人）に対してCobb法を用いて弯曲の角度を測定し，Cobb角10°以上の有所見者24人（男

3人，女21人）を認めた。これらの有所見者のうち，男2人，女13人の計15人が精密検査のため医療機関（整

形外科）を受診し，特発性側弯症と診断された。また，医療機関未受診者のうち，過去の定期検診で6人（男

1人，女5人）が脊柱弯曲の指摘を受けていた。結局，脊柱弯曲の再現性につき確認できなかった者は，女

3人だけであった。さらに，結核検診フィルムと精密検査時のフィルムより計測したCobb角に有意な相関

（p＜0.001）を認めたことより，結核検診フィルムは脊柱弯曲に関しても十分判断できる，既存の資料であ

ることが判明した。現在の学校における検診システムでは，結核検診と側弯症検診とは別の検診と位置づけ

られており，学校内においてさまざまな情報が十分に活用されていない。本来，結核患者発見のため撮影さ

れた胸部間接フィルムであるが，脊柱の弯曲に関しても必要な情報をもたらすものであり，今後高等学校に

おける側弯症検診に十分な活用が望まれる。
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